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　先般の日本におけるコニカミノルタの一般的なイ

メージ調査において、革新性とかスマートさ等の項

目では相対的に低い評点であったのに比して、技術

力のある会社という項目では高い得点を得ていま

す。これは過去においてコニカなりミノルタが得て

いた評価がそのまま反映されているといってもよい

でしょう。この調査結果に技術開発部門に従事して

いる方々は納得し満足されたかもしれません。これ

までの技術への傾注や成果が評価されているのです

から素直に受け取るべきでしょうが、これは過去の

両社に根ざすものであり、一年前にスタートしたコ

ニカミノルタに投じられたものではないと思いま

す。本当の評価はまだこれからです。

　メーカーとして技術開発に飽くなき挑戦を続けて

きたコニカ、ミノルタ両社の技術リソースをひとつ

にして再スタートして一年になり、私たちは「新し

い価値の創造」を経営理念とし、イメージングの世

界で常に感動を呼ぶ企業であり続けようという経営

ビジョンに則って、事業の強化、再構築に取り掛

かっています。

　本号では「デジタル一眼レフ」、「位相コントラス

ト技術を用いた乳房X線撮影」が特集として取り上げ

られており、それぞれ優れた成果の論文となってい

ます。一方、これからは個別分野の技術開発に留ま

ることなく、積極的に技術リソースの拡大・重層化

による新たな視点からの追求、応用等を普段から意

識して進めていただきたいと思っています。本号に

もすでにデジタル一眼レフの絵作りに旧コニカの

フィルムで培われた技術が生きていることや、ミニ

ラボ機の露光ヘッドに旧ミノルタの光学技術が活か

されていることなどシナジーの発揮が見られ、技術

リソースの拡大、融合はコニカミノルタの財産とし

て技術開発の基盤を大いに強化しています。この他

にも両者が保有してきた生産技術の活用も情報機器

の分野で多々進められ実績に繋がってきているのが

見受けられます。また、元来技術の拡がりはあらゆ

る事業分野に縦横無尽に繋がり、決して特定領域に

留まるものではありません。そのような資産の共

有、シナジーと、技術本来の可能性を常に意識して

取り組むことにより、技術開発そのものも固定概念

や従来の箍から解き放たれるでしょうし、少しひら

めきを加えるだけで応用の範囲もなお拡がりを見せ

るでしょう。

　技術開発は常に夢の実現への道です。それは技術

者の夢だけであってはならず、当社が標榜する領域

における今日、明日のお客様、また社会が一日も早

く手にしたい夢です。一方、技術の進化やどんどん

変遷する諸環境を思えば開発者がやりたいこと、や

るべきこと、やって欲しいことの区別は容易ではあ

りません。また、競争社会にあって繁栄を図ろうと

する私企業ですから、自ずとその作業に制約がある

のはやむを得ません。無制限に資源の投入ができる

ものでもなく、絞込みやあるステージでの商品化や

中断なども要請されるでしょう。しかし、開発者魂

に差があるものではありません。私たちはメーカー

ですから、コトに先立つモノ作りを揺るがせにはで

きません。そしてその基となるのは技術開発です。

当社内だけにこもらないもっと幅広い産・学連携の

促進も必要でしょう。

　最後に、社員の皆さんへのお願いになりますが、

周りにいる当社内グループの人達だけでなく、当社

を取り巻く多くの人達の期待の大きさも意識し、ぜ

ひ、たぎるような情熱とスピード感で取り組んでい

ただきたいものです。そして、イメージング領域に

おいて飛躍を図ろうとするコニカミノルタの、大い

なる事業展開の先導役ともなっていただくことを

願っています。　
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